(一九二 二 年) 



宫本 百合 子 



问 故なら ば 

考えても 御覧なさい 

私 はきのう イリお -— ドと ディビ ナ -コ メディア を 

よむ。 

神々 の 時代と、 十三 世紀の ィ タリ— が 

目の あたり 甦って 来る。 

素朴な 人間 神の 活動、 意欲、 生死と 

厳しい 地上 社会の いきさつが、 

人類 を 置く 精神 の 赫き に 照 さ れ て 

はっきり 我 ことと 思われる ではありません か。 



訳 知ら ぬ 文明の メランコリア。 

又、 ともに 

最古の 原始 を も 愛し、 憧れる。 

野 を 愛し、 部族の 生活 を 思い出し 

単純に、 純朴に と 

一 方の 心 は 流れ 囁く。 

而も、 一 方 は 無限の 視覚、 聴覚、 味覚 を 以て 

細かく 細かく、 鋭く 鋭く と 

生存 を 分解す る、 又 組立て る。 

考 二) 



哲学 —— 等しく 人間、 宇宙 を 極めよう とする 

意欲、 探求の 現れが 生じる ので はない かと 思う。 

近頃、 私 は、 封建時代、 明治 三 四十 年代の 日本人と 

今一 一十 四 五 歳の 日本人との 間に 

実に 明かな 差が 生じた の を 感じ、 

此を、 深い 考えと して、 心に 持つ。 

考 (二) 

劃 作 をす るに も 



種々 な 動機が (内的に) あると 思う。 

或 人 は イブセンの 如く 

燃え立つ 自己の 正義感と 理想と に 

写る 人間の 愚 悪に 忍びず 

詰問から、 書く 人が ある。 

或 者 は、 ゲ— テの 如く (恐らく) 

思索の 横溢から 

或は 又、 外界と 調和し 得ぬ 

の 唯 一 の 表現と して 

人類 は、 多くの 芸術 を献 げられ て 来た。 



さて、 

私 は 何で、 一 つの 小説 を 書く のだろう、 

勿論、 共通な、 人間の、 真に 触れたい 希望から だ 

然し、 憤って ではなく、 憂えて ではなく 

すべての もの を 愛して . e、 

子供の ように 

種々 な もの を、 よろこび、 好奇 を 持ち 

手に ふれ、 ほぐし、 あらためて 

又 組た てたくて、 書く ので はない か。 



麗 わしい 晚 春の 日と ともに 

軽々 と 高く 飛翔した 私の 心 は 

今 水の ように 地下に 滲み 入り 

生えよう とする 作品の 根 を 潤お す。 

わが 芸術の こと を 思い 

その 孤独 さ を 思う と 

私 は 朗らかな 天 を S: がずに は 居られなる。 



私の 創る 世界が 湧 上ろう。 

水の IK が 金剛石の 噴水 を 作る ように 

一字 一字 

我 書く 文字の 間から 

生き、 泣き、 笑い、 時代 を 包む 人生が 

読者の 胸に 迫る の だ。 

ほの 白い 原稿紙 

午後 五 時の ひかり 



何処へ 行く のか I - 

自然 は 息 を ひそめ 

みまも 

その 青白き 発光体の 尾 を 凝視る。 

何処へ 落ちようと 云う のか —— 

私 は 知って 居る。 

自ら わが 心の 流れよ る 

かの 遠い 遠い 樹林の 蔭に 

青春の 

落ちた 星 は あるの だ。 



パンよ！ 

ノヽ S よ ！ ノ 、ノ よ — . 

快活な 古代の パン！ 

どうぞ お前の 愉快な 牧笛で 

わが 胸を浄 めて 呉れ 

この 寂しい 微笑 を 忘れさせて 呉 れ 

一 生の 恋 わが 愛 

わが 愛 は あわれな 〔五 字 分 空白〕 となる。 

憤り もし 得ず、 わが 痴 かな 恋人の 面影 も 忘れ 得ず 



身 を 喰う 苦し さが 

しんしんと 魂に しみ 入る の だ。 

ああ 昔の 無心が 欲し 

(十八 歳の 理性！) 

あの 雲の ない 空が 恋し 

ノ ンょ、 パンよ 

お前の 笛の 音に よって 

私の 若さ は 還らない か。 

きらめく 五月の 光 は 戻らない か 



一 度、 わが 良人と 呼べば 

縁 は 深く 絆 は 断ち 難い 

ただ 一 人の 女と して 私 は どれ 程 

男た る 貴方に 恋着す るだろう。 

打ち 顫える 抱擁と 

思い入った 瞳 を 思い起せば 

私 は 心 もな え 

獣と なって 此 深い 

驚異すべき II に 浸りたい とさえ 思う 



その 悦び を 忘れ 果たよう だ。 

嘗て わたしの 歓に 於て 無二であった 人 

<s マ は 

この 寂寥 を 生む 無二の 人 

貴方 は 

何処の 雲間に 

見なれ た プロ ファイル を 浮べ て 居ます か 

三十 一 日 
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